





























7%は､請 蒜 箭‡ル響 イオン輸送≡ 箭 貢目的としている○……≡:_…Difusion quasi-Channel
Fig.1schematicrepresentationofiontransportthrough-qtlaSi-ChannelT
(Ⅰ) アソベンゼン誘導体含有BLMにおけるイオン透通の光嶺御
平面脂質二分子膜 (BLM)は､in-Sl'Et*こ膜の電気物性変化 (容量 ･導電性など)をモニターできる
点で有用なモデル膜系である｡そこで我々は､膜形成脂質には､大豆レシチンを用い､また､アゾベ
ンゼン誘導体として.4-odyl4-<5匂わoxypatam血 yl軌 助Xyカzobm e(8AS)を用いてアソベンゼン含
有BLMを作製しその光応答をイオン輸送という観点から検討した｡このとき.アゾベンゼンの脂質に
対するモル分率は 0.15に設定した｡BLMセルの両脚は､50mM - 1M KClで満たされ､0- 100
皿Vの直読電圧を印加し､紫外光/可視光を交互に照射した時の膜を横切る電流の変化を､･銀/塩化
銀微小電極を用いて潮定した｡助起光源には50W高圧水銀灯を用いた｡装置の概略をFig.2に示す｡
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Fig･6 ChangesintheDCcu汀entacrosstheBLM
contalrungSP1822undercontinuousiradiationwith
UVandvisiblelight.〔SP1822】叩ecithin】=0･lotVapp
=20mV.
【結語】
生体膜におけるイオン透過現象に対しては､これまでにさまざまな人工系からのアプローチがなさ
れてきたが､その分子レベルでの棟F削こは未だに明らかになっていない部分が多い｡我 の々構築した､
光によって開閉可能な r準チャネルJは､膜貫通型のポアとは異なった透過穣溝が期待され､今回報
告した､BLMによる電気化学的アプローチ以外にも､リポソーム系を用いた､熱力学的あるいは分光
学的アプローチが試みられている｡
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